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目次目次目次目次 【【【【補足説明資料補足説明資料補足説明資料補足説明資料】】】】

１１１１．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの調査調査調査調査結果結果結果結果

２２２２．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの活断層評価活断層評価活断層評価活断層評価のののの概要概要概要概要

３３３３．．．．旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲・・・・須江須江須江須江断層断層断層断層

４４４４．．．．2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震南部地震南部地震南部地震南部セグメントセグメントセグメントセグメント断層断層断層断層

５５５５．．．．加護坊山加護坊山加護坊山加護坊山－－－－箟岳山箟岳山箟岳山箟岳山断層断層断層断層
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ位置図位置図位置図位置図】】】】

５．加護坊山－箟岳山断層

涌谷町小里南方

中新統追戸層中に

南西傾斜の高角度

の断層が認められ

る。

鮮新統大貫層の

急傾斜等から断層

あるいは撓曲構造

が推定される。

部分的に鮮新統竜の口層が欠如することから，鮮新統と中新統の境

界付近に断層が推定される。

中新統追戸層を覆う鮮新統大貫層が，北東に急傾斜あるいは南西傾斜に逆転しており，その変

形に伴う小断層が認められる。

大貫層の逆転は下流の第四系

更新統にほぼ水平に不整合に

覆われている。

旧田尻町宿付近

第四系更新統

古期扇状地堆積物

↑

鮮新統大貫層

旧田尻町宿付近

河床

鮮新統大貫層

涌谷町松崎付近

鮮新統大貫層

凝灰質泥岩

鮮新統大貫層

凝灰質中粒砂岩

涌谷町松崎付近

古期扇状地堆積物

鮮新統大貫層

細粒凝灰岩

鮮新統大貫層

砂質凝灰岩

鮮新統大貫層

細粒凝灰岩

河床

河床

崩積土
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スケッチ位置

スケッチ位置

５５５５．．．．１１１１ 地表地質地表地質地表地質地表地質調査調査調査調査 【【【【旧田尻町旧田尻町旧田尻町旧田尻町宿付近宿付近宿付近宿付近：：：：地質平面図地質平面図地質平面図地質平面図およびおよびおよびおよび断面図断面図断面図断面図】】】】

�新第三系中新統追戸層箟岳火砕岩部層を覆う鮮新統の大貫層が，

北東に急傾斜あるいは南西傾斜に逆転している。

この地図は，国土地理院発行の２万５千分の１地形図

（小牛田・高清水・涌谷・西野・登米・飯野川）を使用し

たものである。

凡 例

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質地表地質地表地質地表地質調査調査調査調査 【【【【旧田尻町宿旧田尻町宿旧田尻町宿旧田尻町宿付近付近付近付近：：：：地質図及地質図及地質図及地質図及びびびび露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ】】】】

スケッチ位置(左下)

�新第三系中新統追戸層箟岳火砕岩部層を覆う鮮新統の大貫層が，北東に急傾斜

あるいは南西傾斜に逆転しており，その変形に伴う小断層が認められる（下図）。

�その南側（沢上流）に分布する鮮新統竜の口層は北傾斜であることから，鮮新統

の大貫層と竜の口層との境界付近には南西傾斜の逆断層が推定される（前頁①-

①´断面）。大貫層の逆転層は下流側で第四系更新統の古期扇状地堆積物にほ

ぼ水平に不整合に覆われている（左下図）。

スケッチ位置(右下)

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【涌谷町松崎付近涌谷町松崎付近涌谷町松崎付近涌谷町松崎付近：：：：地質平面図及地質平面図及地質平面図及地質平面図及びびびび断面図断面図断面図断面図】】】】

スケッチ位置

スケッチ位置

� 新第三系中新統を覆う鮮新統の大貫層が北東に急傾斜している。

５．加護坊山－箟岳山断層

�部分的に鮮新統竜の口層が欠如することから，鮮新統と中新統との境界付近に断層が推定される。
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【涌谷町松崎涌谷町松崎涌谷町松崎涌谷町松崎付近付近付近付近：：：：地質図及地質図及地質図及地質図及びびびび露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ】】】】

�東側の断面位置付近において大貫層の急傾斜等から断層あるいは撓曲構造が推定される。

５．加護坊山－箟岳山断層

スケッチ位置（下）

スケッチ位置（右）

� 新第三系中新統を覆う鮮新統の大貫層が北東に急傾斜している。

�部分的に鮮新統竜の口層が欠如することから，鮮新統と中新統との境界付近に断層が推定される。
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【涌谷町涌谷町涌谷町涌谷町小里小里小里小里付近付近付近付近：：：：地質地質地質地質平面図平面図平面図平面図及及及及びびびび断面図断面図断面図断面図】】】】

次頁スケッチ位置

� 山麓側のリニアメント直下に高角度断層が，また丘陵裾部のリニアメント延長位

置付近に低角逆断層が想定される（地下地質構造調査結果より）。

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【涌谷町涌谷町涌谷町涌谷町小里小里小里小里南方南方南方南方：：：：露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ】】】】

� 山麓側のリニアメント近傍の中新統追戸層砂岩部層中には，想定される高角

度断層に調和的な南西傾斜の高角度の断層が認められる。

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【涌谷町涌谷町涌谷町涌谷町不動沢不動沢不動沢不動沢付近付近付近付近：：：：地質地質地質地質平面図平面図平面図平面図及及及及びびびび断面図断面図断面図断面図】】】】

スケッチ位置

� 中新統と鮮新統の境界が直線的で，鮮新統が南西に傾斜していることから断層が推定される。

� その北東側において地層は北東に傾斜して，小規模な背斜をなしており，変位量の小さい北東傾斜の断層が

認められる。

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【涌谷町涌谷町涌谷町涌谷町不動沢不動沢不動沢不動沢付近付近付近付近：：：：露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ】】】】

� 中新統と鮮新統の境界に推定される断層の北東側において，地層は北

東に傾斜して小規模な背斜をなしており，変位量の小さい北東傾斜の逆

断層が認められる。

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．１１１１ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【涌谷町涌谷町涌谷町涌谷町脇脇脇脇付近付近付近付近：：：：地質図地質図地質図地質図及及及及びびびび露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ】】】】

� 第四系更新統高清水層の礫層～粗粒砂層が，大

貫層の砂礫層を不整合に覆って，ほぼ水平に堆積

している。

� 大貫層の急傾斜部に近い涌谷町脇付近において

は，高清水層の礫層～粗粒砂層が傾斜した大貫層

の砂礫層を不整合に覆って，ほぼ水平に堆積して

いる。

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査 【【【【調査位置図調査位置図調査位置図調査位置図】】】】

５．加護坊山－箟岳山断層

KKKK----1111----2222測線測線測線測線

� 加護坊山－箟岳山断層周辺の地下地質構造

調査として，反射法地震探査及びボーリング

調査を実施。

【浅部探査】

Ｋ－１－１測線・Ｋ－１－２測線，Ｋ－２－１測

線・Ｋ－２－２測線，Ｋ－３測線，Ｋ－４測線及

びＰ－１～４測線

【深部探査】

Ｋ－ｂ測線，Ｓ－ｂ測線

【ボーリング調査】

Ｋ－ｂ測線（Ｋ－３測線含む）上：３箇所

� 一方，他機関の調査として，以下の結果も総

合して検討を実施。

・産業技術総合研究所（2007）

� 丘陵麓部付近に２系列の南西傾斜逆断層が

認められ，そのうち前面側の断層は鮮新統を

変位させており，沖積層を変位あるいは変形さ

せている可能性がある。

※各探査結果の詳細については，『補足説明資料 ５．加護坊山－箟岳山断層（p111～114）』に示す。

KKKK----3333測線測線測線測線

KKKK----2222----2222測線測線測線測線

PPPP----1111測線測線測線測線

PPPP----3333測線測線測線測線

PPPP----2222測線測線測線測線

PPPP----4444測線測線測線測線

KKKK----1111----1111測線測線測線測線

KKKK----2222----1111測線測線測線測線

SSSS----bbbb測線測線測線測線

KKKK----4444測線測線測線測線

SSSS----bbbb測線測線測線測線

KKKK----bbbb測線測線測線測線

KKKK----3333----1111

KKKK----3333----2222

KKKK----3333----3333

KKKK----bbbb測線測線測線測線
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５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査

【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力KKKK----1111----1111測測測測線線線線・・・・東北電力東北電力東北電力東北電力KKKK----1111----2222測線浅部測線浅部測線浅部測線浅部反射反射反射反射断面図及断面図及断面図及断面図及びびびび地質解析地質解析地質解析地質解析断面図断面図断面図断面図】】】】

� 一部の沖積層が厚い箇所で音波散乱層状を呈して下位層の構造が不明瞭になっているものの，鮮新統及び中新統

の内部の反射面が，断続的ながらも比較的良好に追跡でき，やや南に傾斜する極めて緩やかな構造で累重している

状況が認められ，断層による変位を示唆するような著しい高度差は認められない。

� 少なくとも，加護坊山－箟岳山断層に伴う断層あるいは撓曲構造は，本測線までは及んでいないと考えられる。

５５５５．．．．加護坊山－－－－箟岳山断層箟岳山断層箟岳山断層箟岳山断層

東北電力K-1-1測線東北電力K-1-2測線

東北電力K-1-1測線東北電力K-1-2測線



116

� 東北電力K-2-1測線においては，前面側の丘陵裾部のリニ

アメントが判読される位置のほぼ直下に，比較的低角度の

南傾斜の断層が認められ，変位及び変形が地表付近まで及

んでいる。

� 東北電力K-2-2測線においては，２箇所に断層が認められる。

� 北側の断層には，北傾斜のバックスラストが認められ，空中写

真により判読された逆低断層崖付近に延びている。

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査

【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力KKKK----2222----1111測測測測線線線線・・・・東北電力東北電力東北電力東北電力KKKK----2222----2222測線浅部測線浅部測線浅部測線浅部反射反射反射反射断面図及断面図及断面図及断面図及びびびび地質解析地質解析地質解析地質解析断面図断面図断面図断面図】】】】

東北電力K-2-1測線

東北電力K-2-2測線

東北電力K-2-1測線

東北電力K-2-2測線

東北電力K-2-1測線

東北電力K-2-2測線
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５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査

【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力PPPP----1111測測測測線線線線・・・・東北電力東北電力東北電力東北電力PPPP----2222測測測測線及線及線及線及びびびび東北電力東北電力東北電力東北電力PPPP----3333測線浅部測線浅部測線浅部測線浅部反射反射反射反射断面図及断面図及断面図及断面図及びびびび地質解析地質解析地質解析地質解析断面図断面図断面図断面図】】】】

� 断層による変位及び変形は地表付近まで達しており，沖

積層に変形が及んでいると考えられる。

５．加護坊山－箟岳山断層

東北電力P-3測線
東北電力P-2測線

東北電力P-1測線

東北電力

東北電力

東北電力
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５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査 【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力KKKK----bbbb測測測測線深部線深部線深部線深部反射断面図及反射断面図及反射断面図及反射断面図及びびびび地質解析地質解析地質解析地質解析断面図断面図断面図断面図】】】】

� 背面側の山麓部に判読されるリニアメント群の直下付近

に，概ね70°程度の南西傾斜の高角度断層が認められ

る。また，前面側の丘陵裾部のリニアメント延長部付近

のほぼ直下に，中新統と鮮新統を変位させる南傾斜の

逆断層が認められる。

� この断層は，浅部で約30°，深部に向けて40～50°程

度とやや高角度になり，前述の高角度断層に合流するも

のと考えられることから，分岐断層と解釈される。

東北電力K-b測線

東北電力K-3測線

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査 【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力KKKK----3333測線浅部測線浅部測線浅部測線浅部反射断面図及反射断面図及反射断面図及反射断面図及びびびび地質解析地質解析地質解析地質解析断面図断面図断面図断面図】】】】

５．加護坊山－箟岳山断層

� 東北電力K-b測線の浅部構造を対象とした東北電力K-3測線のＳ波反射断面の地質解析結果に
おいても，２条の断層が認められる。

� ボーリング調査の結果と合わせると，前面側の丘陵裾部のリニアメント延長部付近直下の断層

は，鮮新統基底で約100mの変位量が推定される。
� 断層は沖積層基底付近まで延びているが，沖積層基底は変位がないように見える。
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５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査

【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力KKKK----4444測測測測線及線及線及線及びびびび東北電力東北電力東北電力東北電力PPPP----4444測線浅部測線浅部測線浅部測線浅部反射断面図及反射断面図及反射断面図及反射断面図及びびびび地質解析地質解析地質解析地質解析断面図断面図断面図断面図】】】】

� 東北電力K-4測線において，２箇所に断層が認められる。

� 西側の断層は南西傾斜の高角度の断層であり，背面側の山麓部に判読されるリ

ニアメントのほぼ直下に対応している。

� 東側の断層は北東傾斜の比較的低角度の断層であり，前面側の丘陵裾部に判

読されるリニアメントのうち逆向き低断層崖のほぼ直下に対応している。

� 東側の断層は，その形態から東北電力K-2-2測線において認められたものと同

様，バックスラストに相当すると考えられることから，本測線においても，前面側

の南西傾斜の比較的低角度の逆断層の存在が推定される。

５．加護坊山－箟岳山断層

東北電力K-4測線

東北電力P-4測線

東北電力K-4測線

東北電力P-4測線
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５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査 【【【【産業産業産業産業技術総合研究所涌谷技術総合研究所涌谷技術総合研究所涌谷技術総合研究所涌谷----河南測線河南測線河南測線河南測線のののの反射反射反射反射断面図断面図断面図断面図】】】】

� 産業技術総合研究所（2007）によれば，この測線は表層の軟弱な沖積層

に起因するノイズと広く分布する新第三紀の火砕岩（成層構造を示さな

い）のために反射記録の確定的解釈が難しいとして３パターンの解釈を

示しているが，いずれの解釈においてもCMP250付近に断層を認めてい

る。この断層の位置は，加護坊山－箟岳山断層のうち山麓側の断層の

延長部と概ね一致している。

５．加護坊山－箟岳山断層
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５５５５．．．．２２２２ 地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査

【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力SSSS----bbbb測線深部反射断面図及測線深部反射断面図及測線深部反射断面図及測線深部反射断面図及びびびび地質解析地質解析地質解析地質解析断面図断面図断面図断面図】】】】

５．加護坊山－箟岳山断層

� 深部構造を対象として，大貫丘陵と中津山丘

陵間の平野から迫川を経て豊里町市街北方

付近まで，Ｅ－Ｗ方向に横断して展開。

� 先第三系が東端付近から迫川近傍まで極め

て浅くに分布しており，迫川付近のDP700付
近から西方に緩やかに深度を増している。

� CDP850付近より西方では，先第三系を不整
合に覆って，中新統追戸層と考えられる地層

が厚く堆積している。

� また，これらの地層を不整合に覆って鮮新統

が堆積している。


